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商業資本の運動による再生産の弾力性について

ー一恐慌の現実的契機としての商業資本一一

中 野 冗
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問題の所在

私は，これまで宇野理論による資本過剰論と

の対比で恐慌論を問題にしてきた。そして，そ

の際従来の表式分析に基づく商品過剰論につい

ても反省を試みてきた。本稿でも，こうした一

環として，商業資本の運動がいかなる意味で恐

慌の一つの契機となりうるのかということを問

題としたい。というのも，従来の恐慌論の展開

にとって，商業資本の連動の位置づけの仕方が

問題の集約点としてあらわれているからであ

る。以下，具体的にみてみよう。

従来，恐慌の必然性論として展開する場合に

商業資本の運動は，どのように叙述されてきた

のであろうか。それは，大きくは 3つに区別さ

れる。 第 1は， 再生産表式分析（『資本論』第

2巻第 3篇）を基礎に恐慌の必然性を問題に

する見解である 1)。これらの見解にあっては，

『資本論」 第 3巻第 3篇の論理レベルまでで恐

慌の必然性は一般的に与えられるとしている。

したがって，それ以降で展開されている商業資

本，信用の論理は，一般的なものとして与えら

れた恐慌論理がより具体化されるものとして，

生産と消費の矛盾の激化要因として叙述される

ことになってしまっている。このため，恐慌の

必然性をいかに一般的に与えるのかに力点が置

かれ，商業資本の運動によって生産と消費の矛

盾がいかなる具体的内容をもつことになるのか

が曖昧にされる傾向になっている。このことは，

恐慌論の展開における方法的問題に依っている

ともいえる。つまり，恐慌の必然性についての

一般理論というものが果して産業資本のみを扱

つている『資本論」第 3巻第3篇までの論理で

明らかにされ得るのかということである。恐慌

という場合，それはあらゆる諸条件の総体によ

ってはじめて明らかにされ得る。産業資本の運

動だけでは，資本の運動する矛盾と同時に恐慌

の根拠，一つの条件が示されたに過ぎない。そ

の他の諸条件はいっさい捨象されたままであ

る。この点からすれば，産業資本の論理レベル

1) この見解は，従来講座派といわれた諸氏を中心
に，様々にみられる。文献としては，宇高基輔・
南克己「「資本論」における恐慌理論の基本構成」
（「土地制度史学」第 4号， 1959年），矢吹満男
「再生産論体系における利潤論の位置j (「土地制
度史学」第80号， 1978年）， 富塚良三「恐慌論研

究」（未来社， 1962年）等々がある。また，恐慌

分析は産業循環の分析でなければならないとしな
がらも，再生産表式を基礎に恐慌を展開している
ものとして，井村喜代子「恐慌・産業循環の理
論J（有斐閣， 1973年）がある。
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では，恐慌の必然性は言い得ない。むしろ，非

常に偶然性をおびたものといえよう。それ故，

その他の諸条件の一つである商業資本の運動が

恐慌に対していかなる契機となっているのかが

問われなければならないのである。それは，激

化要因というだけではなく，すぐれて恐慌を引

き起こす不可欠の契機・運動法則として明らか

にされなければならないのである。産業資本の

理論的解明によって，資本は生きた矛盾によっ

て運動していることが明らかにされた。とすれ

ば，それは商業資本の運動を介して無制限的な

生産拡大を遂げようとする。この場合，商業資

本はいかにして資本の蓄積を無制限的に促進す

るのか。また，そのための諸手段は何か。しか

し，結局資本主義的限界につきあたるのはいか

にしてか。こうした点の解明が，本稿で明らか

にされるべき課題である。

第2は，基本的には第 1の論理と共通性を持

ちながらも，恐慌の基礎理論として信用を積極

的に位置づける見解である。代表的には，三宅

義夫氏の見解があげられる。三宅氏は，著書

「マルクス信用論体系」（昭和 45年． 日本評論

社）の中で次のように述ぺられる。

「…比較的広く普及している論では，信用と

いうのは，恐慌にたいしてなにか外部的な，

副次的なものだとされているようです。した

がって． たとえば，『恐慌の基礎理論」とい

うようなものを出す，そういう研究をすると

いう場合に，まだ信用については触れない，

というようなことがいわれている。…しか

し…恐慌の基礎理論というのであれば．これ

は信用の問題を十分に織り込んでいるのでな

ければ，恐慌の基礎理論とはいえないのでは

ないかと思われます。恐慌と信用というの

は．これは信用は恐慌にたいして外部的なあ

第 50巻第 3• 4号

るいは上部的な．あるいは副次的な．という

ような関係ではなくて，促進する，激化する

ということは．これはおよそ恐慌を理解する

場合に欠くことができない。産業，商業と信

用との結びつき，これを十分に把握しなけれ

ば，恐慌の基礎理論を研究したということに

はならないように思われます。」2)

このように．三宅氏は恐慌の基礎理論という

点から従来の議論に疑問を投げかける。ただ，

この場合．基礎理論ということの中味が問題と

なろう。従来の如く．「資本論」第 3巻第 3篇

までの論理で，あえて恐慌の基礎理論を言及す

るとすれば，次のような意味であろう。つま

り． この論理レベルにおいて， 資本の本性は

「生きた矛盾」の運動として解明されている。

したがって．この根拠が恐慌を引き起こすため

には様々な諸条件が必要である。そこで，商業

資本の運動．信用を通じての利子生み資本の運

動等々の諸条件が一つ一つ明らかにされていか

なければならない。すなわち，資本主義的生産

の全体が産業資本の運動に規定されて展開され

ているという意味で．「生きた矛盾」による産

業資本の運動から展開されなければならない。

以上から．恐慌の基礎理論とあえていえばいえ

るかもしれない。ただ，従来の議論との比較で

いえば．むしろそこでの根拠が様々な諸条件と

結びつくことによってはじめて恐慌が引き起こ

されるという把握が重要である。三宅氏の批判

される論点もこの点で非常に説得的であるとい

えよう。言い換えれば，産業資本の運動による

恐慌の必然性＝基礎理論の展開は非常に疑問で

ある。ただ，三宅氏はこのような鋭い指摘をさ

れながらも．他方ではそれはあまり一貫的とは

2) 三宅義夫「マルクス信用論体系」（日本評論社．
1970年） p.255. 

-148-



商業資本の運動による再生産の弾力性について

いえない面を持つている。 このことは，「上の

ことは一つまり恐慌であるが一抽象的にいえば

信用の助力なしにも生じうる」” という叙述に.... 
みられる。このようになると，抽象的な恐慌理

．． 
論に対する恐慌の基礎理論というものがいかな

る関係になるのかがわかりにくくなっている。

と同時に，この基礎理論の中に商業資本の運動

が有する恐慌の一条件もあまり言及されていな

いのが残念である。三宅氏が言われる如く，恐

慌の基礎理論の研究にとって「産業，商業と信

用との結びつき」が十分に把握されなければな

らないとすれば，信用とともに商業資本の運動

が恐慌の条件としていかに解明されるかが問題

となろう。このことは，商業資本の運動が資本

主義的生産の維持・拡大にとっていかなる契機

をなしているかを明らかにすることによって達

成される。こうした意味で，商業資本の運動を

取り扱うことは，従来の商品過剰恐慌論に対す

る反省を示すとともに，恐慌の現実的契機とし

ての内容を深めるものといえよう。

第3は，上記の 2つが恐慌の必然性の一般的

規定，基礎理論ということからアプローチしな

がらも，商業資本の運動の有する意義が軽視さ

れる傾向にあったのに対して，今度は積極的に

商業資本の運動を捨象する見解である。この見

解は，宇野弘蔵氏に代表される。宇野氏はまず

恐慌論の基礎規定として，「資本論」第 3巻第

3篇に基づく労賃騰貴による資本の絶対的過剰

生産規定を考えられる。そして， この上で，

「原理論」段階における恐慌の必然性を論証さ

れようとする。つまり，恐慌の勃発の原因は，

「再生産過程の一般的関連」を発展させる信用

を含めて規定される。具体的には，利潤率と利

子率との対立・衝突に恐慌勃発の契機が説かれ

るのである。ただ，この場合，宇野氏は「原理

論」の範囲での恐慌の論証にとって，必要なも

のと必要でないものとを，次のように区分され

る。まず，信用については，利潤率と利子率と

の基本的関係からみて必要なものとされる。す

なわち，それ自体産業資本の内部から発展した

ものであること，そして「資本制生産の真の制

限は資本そのものである」という根本的規定を

純粋な形であらわす限りでは，問題を無用に複

雑ならしめないからとされるのである。これに

対して，外国貿易と商業資本の運動は捨象され

る。前者については，「原理論として当然のこ

とである」°とする。また，後者については，

「独立的に営まれるものとしては，現象を複雑

にするだけ」5) であり， 「生産過程から遊離し

た流通過程の諸現象に眼を奪われてはならない

から」6) とされるのである。 しかし，このこと

は，次のことを無視してしまっている。つま

り，資本の運動は，生産過程と流通過程の総再

生産過程を経過しており，この過程で資本によ

る生産の無制限的拡大が促進されていることで

ある。このことは，流通過程をも含んだ形で恐

慌は問題とされなければならないことを意味し

ている。また，生産と消費の矛盾は，商業資本

に媒介されて再生産の弾力性が急速に高められ

ることによって，より具体的な内容規定を与え

られること等々も無視されてしまうことにな

る。以上からすれば，恐慌論の展開にとって，

商業資本の運動は全く不当な位置づけを与えら

れているといえよう。

このように，これまでの恐慌論の議論におい

ては，恐慌の現実性をいかに与えるのかという

点に，多くの疑問を残してきた。その中のひと

3) 同上， p.259. 

4) 5) 6) 宇野弘蔵「恐慌論」（岩波書店． 1953年
p. 157. 
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つが，上記でみてきたように，鹿業資本の運動

のもつ契機としての意味・内容であることはい

うまでもない。

そこで，再生産の弾力性との関連で，このこ

とをみてみよう。資本は生きた矛盾によってそ

の内的制限を突破していく。その際，それを促

進し，その限度を拡大するという点で，再生産

の弾力性とともに商業資本の運動，信用が大き

な役割を果たす。ここでは前2者についてみよ

う。再生産の弾力性という場合，基本的には次

のように与えられる。それは，前貸しされるべ

き資本価値は一定としても，「資本が価値形成

者および生産物形成者として作用する範囲は，

外延的， 内包的に弾力的であり，可変的であ

る」”ということに示される。つまり，具体的

には，労働の弾力性（労働力のより一層の緊張

による追加労働，生産手段の価値と量との限界

を越えてのそれ自身の蓄積諸要素の拡大）であ

り，機械などによる生産過程そのものの技術的

諸条件の拡大であり，科学・技術の応用等々に

よるものである。この限りでは，生産の側での

無制限的拡大に直接かかわるものである。これ

に対して，鹿業資本は資本の総再生産過程のう

ち流通過程にかかわって，再生産の弾力性を促

進していく。 というのも，商業資本の運動は

「生産そのものにはどんな制限も見いださない

か，またはせいぜい非常に弾力性のある制限を

見いだすだけ」8) だからである。 こうして，西

業資本は，ある限界のなかでの再生産過程にか

かわりなく運動をする。つまり，流通過程を独

立化することによって，固有な運動を行なうわ

けである。このことによって，恐慌におけ る一

つの条件としての商業資本の意義と限界が示さ

れるわけである。したがって，ここでは，従来

の恐慌論の弱点の克服として，資本の生きた矛

第 50巻第 3・4号

盾が商業資本の独自な運動という契機によっ

て，どのように資本主義的生産の限界そのもの

を拡大するのか，あるいは資本主義的制限を突

破するのかを明らかにしたい。また，このこと

を通じて，恐慌の可能性から現実性への転化を

も明らかにしたい。

ただ，商業資本の運動による恐慌の条件とい

っても，それは全体として有機的に関連しあう

諸条件のうちの一つでしかない。したがって，

本稿においても未だ恐慌の偶然的性格からは免

れてはいない。ここに，この問題を取り扱うこ

との限界があるわけである。それは，，渚契機・

諸条件の総体の分析を待つ他はない。

以上，この問題の位置を踏まえた上で，本論

に入りたい。

1 商業資本の固有な運動

商業資本は，図 1にみられるように，産業資

本のうち流通過程を担っていた流通資本が転化

したものである。つまり，流通過程で機能して

いた資本が，独立した資本による特種な機能に

転化しているのである。それ故，社会的分業と

して流通過程を担っている。このように，商業

資本は，流通過程を貨幣資本の前貸しに基づく

資本運動として担い， 自立化しているのであ

る叫

7) Marx, K., Das Kapital II, MEW., Bd. 24b, 
Berlin, 1963, S. 357,全集訳，第24巻 p.436．以
下，「資本論」からの引用にさいしては，巻数と
邦訳のページ数のみ記すこととする。

8) 「資本論」第3巻 p.380. 
9) 山口重克氏は，氏自身の著書「競争と勅業資
本」（岩波書店， 1983年）の中で， 『資本論」にお
ける商業資本の自立化の論理に対して，次のよう
な問題提起をされる。「産業資本が自分だけで最
終的消費者までの流通過程を担当し，商業資本は
まったく存在していないという状態から出発し
て，どういう動囚によって，廂業資本が独立する
という「社会的分業の特殊な一形態」が発生する
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図1 商品流通と商業資本

では，自立した商業資本によって，産業資本

はいかなる作用を及ほされるのであろうか。ま

ず第 1に，流通資本を商業資本が担うことによ

って，産業資本は流通資本中の貨幣準備を解放

される。このため，産業資本は本来の生産過程

を上回る生産が可能となり， 自らの「資本の

より大きい部分を絶えず本来の生産過程で充

用」10) できるようになる。また第 2に，商業資

ことになるのかという点については，何ら触れら

れていない.J•(p. 19) と。菅原陽心氏も基本的に

同じ問題意識を持たれ，『利子論の新展開」（社会

評論社， 1984年）の中で「商業資本の自立化」に

ついて立論される。しかし，私にとっては，そう
した問題提起そのものが非常に不可解である。
『資本論」においては， 山口氏も言及されている

ように，「純粋に理論的な意味」で発生論的展開
がとられている。つまり，そこでは，資本主義的

生産様式の下では，商業資本は現実の事実として
独立に固有な運動を行なっている。したがって，

この事実の分析からはじまって，本質的なものを
明らかにしている。それは，社会的分業の担い手
として商品資本の流通を専門的業務としながら

も，それは貨幣資本を前貸された資本の運動とし
て行なわれているという形で展開されている。そ

れ故，産業資本の論理から出発して商業資本その
ものが明らかにされているのである。 したがっ

て，次に商業資本の運動が産業資本と関連しなが
らいかなる諸モメントのもとに展開されるかが，

論理展開の方剌となっている。 こうした意味で

は，商業資本それ自体の発生的論理は完成してい

るのである。つまり，資本一般の概念が一つの特

殊的な形態である産業資本の概念であることが明

らかにされた後，実は商業資本もそうした特殊的

な形態にある資本であることが明らかにされてい
く中で．資本概念は全面的な概念に近づいていく

のである。それは，決して．産業資本自身の運動

から直接に導き出されてくるものではないのであ

る。もし，そうなってしまえば，まさに思弁的展
開にならざるを得なくなってしまうのである。

10) 『資本論」第3巻 p.345, 

本は， 商品取引業を専門に行なうことによっ

て，産業資本の回転を媒介する。例えば，商業

資本の 1回転は，一方では一つの生産部面にあ

る多数の資本の回転を表わしている。 と同時

に，他方では諸生産部面にある様々な資本の回

転をも媒介していることがある。このことは，

社会的にみれば，商業資本の大きさが，産業資

本の手に貨幣準備，購買手段として保持されて

いた部分の縮小した規模にあることを意味して

いる。その上，商業資本の回転の速度が速けれ

ばそれだけ総商業資本部分は小さくなる。さら

に，信用制度の発達につれてますます全体に占

める割合は小さくなる。こうして，社会的に生

産に投下される資本部分は増加しうるわけであ

る。第 3に，商業資本は，商品取引・売買の専

門的活動によって流通期間を短縮しうる。この

ことは．産業資本との商品売買を速め，間接的

に産業資本の剰余価値生産を促進する。産業資

本にとっても，回転率は高まり，利潤率の上昇

をもたらすわけである。そして，最後に商業資

本の国内外への市場拡張行動によっても，産業

資本の生産性と蓄積は大きく促進される。

以上のように，商業資本は産業資本に様々な

影響を及ぽす。それでは，商業資本はそれ自体

どのような独自な運動をするのであろうか。周

知の如く，商業利潤は，産業資本にとって空費

であった流通費に商業資本が投下されることに

よって生ずるものである。つまり，空費として

の流通費そのものに商業利潤の源泉がある。こ

の場合，前貸資本を形成するのは，販売のため

の商品の睛買費，事務所や倉庫等々のための物

的手段の費用，商業労働者の賃金などである。

そして， この前貸資本に対して利潤が得られ

る。ただ，この利潤は総資本によって生産され

た剰余価値の分け前にあたる。これは，産業資
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本の運動と商業資本の運動との違いからもみる

ことができる。つまり，前者は，生産過程と流

通過程との統一として全生産過程を包括してい

た。 これに対して， 後者は，「事実上商品資本

の運動が独立したもの」11) であり，「商品変態

の第一段階 W-G を一つの特殊な資本の自己

還流運動として」12) 行なわれるのである。この

ため，商業利潤は一般的利潤率に規制される。

また，具体的には，①産業資本の生産する利潤

の量，②総商業資本の総資本に対する相対的大

きさによって規定される。以上のような全体的

関連の中で，商業資本は平均回転を短縮し，そ

れだけ絶対的な商業資本部分を減少させること

によって利潤率を上昇させる。これは，一方で

は水運や鉄道などの運輸手段の発達によって達

成される。と同時に，他方では競争過程を通じ

て促進される。つまり，商業資本の回転数が商

業価格に直接影響をもたらすことによって促進

される。回転数の増加は，それ自体商品の商業

的価格追加を小さくする。こうして，低商品価

格を実現することによって他の資本を圧倒し，

蓄積を進めるのである。ここには，競争による

転倒的性格が商業資本特有の運動として表わさ

れている。すなわち，商業資本の大きさが与え

られていれば，商業利潤量は一般的利潤率によ

って規定されている。したがって，商業的活動

の特殊な性格には無関係に規定されているので

ある。しかし，回転速度の相違によって，同じ

利潤量が同じ価値の商品の量に付け加わる割合

は異なってくる。こうして，商業資本家にとっ

ては，回転そのものが商品価格を規定し，利潤

率．利潤量を左右していくという観念が生じる

のである。ここに，商業資本特有の連動がみら

れるのである。

11) 12) 同上， p.378. 

2 商業資本の再生産の弾力性に果たす役割

上記の如く，商業資本の固有な連動は，産業

資本の運動とは独自に進められる。それでは，

商業資本はどのような具体的諸契機によって拡

大再生産を維持し促進するのであろうか。

その第 1は， 1' でも言及したような商業資

本の特有な回転による効果である。特に，商業

資本は，販売業務を社会的に担うことによって

対内外への市場を開拓する。このような市場拡

大が運輸手段の発展と相侯って，産業資本によ

る拡大再生産を刺激し促進していくのである。

こうした過程で，商業資本は主に卸産業の発

展をともなって活動する。つまり，資本主義的

生産の進展にともなう大量の生産物供給が実現

されてくると．商業資本もそれに対応して大規

模化してくる。この大規模化によって，商業資

本は，店舗の完備，宣伝等の売買費用，事務等

の諸経費を節約することができる。と同時に，

他方では商業労働者の労働強化とともに市場の

情報能力によって資本回転をより一層迅速にす

ることができる。こうして．超過利潤を手中に

収めていくわけである。そして，このような商

業資本の競争を通じた大規模化は，ますます生

産能力を高めつつある産業資本にとつても市場

確保とともに生産物販売という点で一層要求さ

れてくることになる。ただ，商業資本といって

も様々な形態で存在している 13)。大きくは．小

13) 森下二次也氏は．商業資本の段階別分化につい
て， 次のようにいわれる。「段階別分化というの
は，大ざっばにいって卸売商業資本と小売商業
資本との分化，さらに細かくいえば卸売商業資本
の蒐集，仲継，分散段階への分化と， それら卸
売商業資本と小売商業資本との分化をさしてい
る。•••分散卸売商業資本はこの小売商業ないし生
産的消費者へ．また仲継卸売商業資本はこの分散
卸売商業資本ないし生産的消費者へ．それぞれ商
品を販売する卸売商業資本であり，蒐集卸売商業
資本は生産者から商品を買い集めてこれを下位の
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図2 卸売・小売業の位置

売商業資本と卸売商業資本に分けられよう。そ

して， 生産と消費の流れにおける位懺として

は．図 2のようにみることができよう。この場

合，小売商業資本は，個人的消費財の販売が中

心であり， そのためどうしても固有の小規模

性，分散性．個別性を持たざるを得ない。した

がって，大規模化に制約があり，小規模分散的

性格を免れない。これに対して，卸売商業資本

は，「生産者側の 個別分散的な供給と最終消費

者の多様化した需要とを可能なかぎり大量化し

てしかも広域的に調整する」14) ものとして機能

する。 このことは，卸売商業資本が，一方で最

終需要者による個々の需要の多様性から解放さ

れ，他方で大誠の生産物購入という産業資本の

要求に対応しうるということに依っている。こ

うして，商業大規模化を極度にまで体現しうる

資本として，卸売商業資本は流通費用の節約効

果を強化しうるのである。 したがって， 「資本

制経済が 発展して市場の広域化が進むととも

に， 売手と買手の接触つまり社会的な需給の調

整は，……多段階的な流通機構とりわけその中

核をなす卸売業者の活動に支えられて遂行され

ることになる」15) のである。以上の如く ，資本

主義の国内市場は，産業資本一卸売商業一小売

商業一消費者という典型的な流通経路として成

立し，近代的流通機構が形成されているのであ

商業資本ないし生産的消費者へ販売する資本であ
る」（「現代商業経済論」（有斐閣プックス． 1982 
年）〕。

14) 橋本勲•阿部真也編「現代の流通経済J （有斐
閣選書， 1978年） p.222. 

15) 同上， p.223. 

る。そして，このうち卸売商業が商業資本の運

動に最も典型的な形態で機能し，産業資本の拡

大再生産による大量の生産物供給を市場で実現

していくのである。

また，このような商業資本の発達は，海外市

場の開拓においても，産業資本の蓄積を促進

する。なかでも，委託商業，代理商という形態

での商業活動も多 くなる。

以上のように，産業資本による生産拡大は商

業資本の発達と特有な運動に支えられて進む。

しかし，景気の上昇局面では，それは商業資本に

よる在庫形成と見込需要とをともなって進めら

れる。それ故，次には商業資本による在庫形成

を産業循環との関連で考察することにしよう。

この場合，マルクスは，在庫の形態について

次のように述べる。

「実際上は在庫は三つの形態で存在する。 す

なわち，生産資本の形態と，個人的消費財源

の形態と，商品在庫または商品資本の形態で

ある」16)0 

このうち，資本主義的生産における主要な形

態は，商品在庫（商品資本の形態）である。と

いうのも，まず，個人的消費財源については，

「生産が直接に自家需要の充足に向けられてい

て，比較的わずかな部分だけが交換または販売

のために生産され」17) ているような社会におい

て，相対的に大きいにすぎない。つまり，この

部分は，資本主義的生産が進めば進む程，商品

在庫に包摂されていくのである。また，生産資

本の形態にある在庫は、それ自体生産過程の生

産手段の形で（潜在的生産資本として）存在し

ている。したがって，労働生産性の発展，生産

規模の拡大に照応して，相対的にも絶対的にも

増大しうる。がしかし，それは，運輸交通手段

16) 17) 「資本論」第2巻 p.172. 

-153-



経済学研究

の発展等によって商品在庫からの供給体制が確

保され円滑化することによって相対的に減少し

ていく。確かに，生産規模の拡大にともない生

産過程の中断が生じないよう絶えず生産手段

（とりわけ原料）の必要量は迅速に規則正しく

確保されていなければならないが故に，生産資

本形態の在庫は絶対的に増大する。他方，産業

資本家は，生産手段の供給が規則正しく確実に

用意される限り，不要な在庫形成は避けようと

する。こうして，生産資本形態の在庫は生産力

の発展に反比例して相対的に減少するわけであ

る。したがって，商品在庫（商品資本の形態の

在庫）が中心となる。この商品在庫は，資本主

義的生産の進展につれて総生産物量が増大する

ため，絶対的に増大し，社会的総生産物に比べ

ての相対的な大きさにおいてもまた増大する。

そして，総じて社会的には，商業資本がこの大

羅の商品在庫をかかえるわけである。

商業資本によって形成される商品在庫は，資

本主義的生産における商品流通の円滑な進行の

ために一定の大きさが絶えず必要とされる。特

に，拡大再生産が急速に進行する好況期から繁

栄期にかけては，商品在庫は中位の販売・需要

よりもより大きくなければならない。というの

も，そうでなければ次期に必要とされる生産手

段の量を満たすことはできないからである。そ

れと同時にまた，この商品在庫は絶えず解消し

ていくため，絶えず商品の再生産期間に依存し

ながら更新されていかなければならない。した

がって社会的にみれば，商品在庫は再生産の規

模の拡大にともなってより大きく形成され，資

本蓄積が大きくなればなる程，より一層大きく

なる。しかし，個別資本的には，市場拡大期で

は需要増大を見越してまさに在庫投資を行な

い，それを競争の一手段とする。このため，市

第 50巻第 3• 4号

場の拡大限度を越えた生産規模拡大がはから

れ，同時にその限度を越えた在庫投資の拡大が

行なわれ，市場シェアを高める行動がとられる

ようになってくる。

好況期から繁栄期にかけての市場拡大期にお

いては，商業資本による在庫形成を通じて生産

の弾力性は急速に高められる。例えば，市場に

おける需要が拡大している時，市場における克

行き増によって卸売価格は高騰していく。この

ため，産業資本は生産量を増やし出荷をいそ

ぐ。ただ，この場合，産業資本の側では最初は

所与の生産設備のもとで労働強化を行ない，生

産量を増やすであろう。がしかし，社会的に全

般的な需要増大にともない，原材料とともに今

度は新たな生産設備による供給体制をとろうと

する。したがって，この間に需要に対する生産

調整の期間を要することがある。そうすると，

卸売商業資本は急速な在庫形成を行ないながら

も，それはそのまま市場に吸収されで販売され

ているわけであるから，生産の側が新たな供給

体制を整えるまで卸売商業の在庫率は低下しう

ることになる。このことによって，より卸売価

格は上昇する。そして，調整期間を経た後，ょ

り大きな生産拡大が産業資本によってとられる

ことになる。市場の収縮期には逆のことが起こ

ろう。このように，商業資本を媒介することに

よって，生産規模の拡大はより増幅された形で

あらわれてくるのである。特に，好況期から繁

栄期そして恐慌へと至る過程においては，そこ

に見込需要による生産拡大という様相がみられ

るようにな る。つまり，そこでは，卸売商業を

中心とした競争過程の中で，在庫形成が急速に

進められている下では，市場は健全であり需要

に急速に拡人しているという外観が生ずるので

ある。したがって，産業資本の側でも，再生産
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の弾力性を飛躍的に高めていくのである。まさ

に，このような見込需要という外観の下で，裔

品の過剰生産は全般的に進められるのである。

それ故，商業資本の連動による恐慌の契機とし

ての内容は，卸売商業資本の活動を中心に与え

られることになるのである。まさに，恐慌は卸

売商業においてあらわれるのである。

3 近代的信用制度の下での商業資本の運動

と再生産に及ぽす影響

商業資本の運動を媒介する信用は，商業資本

の回転を一謄速める。 というのも，「近代的信

用制度のもとでは，商人資本は社会の総貨幣資

本の一大

部分を支

配してお

り， した

w 

／ 
手形

の発展にともない，商業資本も倉庫，事務所等

々の物的費用を要するようになる。こうした大

規模化に対して，銀行融資も増えてくる。つま

り，商業資本は， 銀行を媒介に銀行信用を受

け，これによって，物的費用等々の売買費用を

調達するのであり，また一部は商品の購買にあ

てるのである。こうして，より大量の商品を取

り扱うことができるようになる。ただ，商業信

用による場合でも，商業資本は． 一方で商品

の買手をできるだけ早く確保することが可能と

なる。他方，商品の最終的な実現が終了する以

前に，新たな商品をしかも大量に購入すること

ができるのである。以上から，商業資本は大量

生産者あるいは商業資本家

がって，
図3 商業資本における信用

すでに買ったものを最終的に売ってしまわない

うちに，自分の買い入れを繰り返すことができ

る」18) からである。そこで，具体的にみてみよ

う。商業資本を媒介にする信用の連鎖は図 3の

ように描くことができる。というのも，小売業

者が個人的消費者に信用によって商品販光をす

ることは比較的少なく，むしろ生産者と商業資

本家および商業資本家相互間の取引が主流とな

っているからである。それ故，前者において，

貨幣は流通手段として機能している。他方．後

者においては，信用（手形）による売買が行な

われ，支払手段として機能する。すなわち，手

形は，満期日＝支払日に相互に相殺され，また

相殺されない部分は貨幣で決済される。また，

現金貨幣を要する場合には，銀行で手形割引を

行なうこともできる。そして，資本主義的生産

18) 『資本論」第3巻 p.380. 

的商品の買付とともに回転を速めることが可能

となる。このことは， 2'でもみたような生産

拡大・再生産の弾力性をますます増大させる。

それと同時に，見込需要も盛んにみられるよう

になる。つまり．繁栄末期になってくると，未

だ最終消費者に商品が実現されていない場合で

あっても，商業信用を通じてあたかも全体の経

済状況が全く健全でうまく行っているかのよう

な外観が生ずるのである。しかし，社会全体か

らみれば，事態は商業資本による一方的な購買

が継続している状態なのである。他方，産業資

本も，商業資本のこのような運動に媒介され

て，市場の限度をはるかに上回る商品生産をす

ぐれた生産設備によって行なっているのであ

る。したがって，市場が満たされそれ以上吸収

不可能な状態であることが明らかになると，全

般的な商品過剰という事態が出現してくるわけ
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である。 このように， まさに「恐慌が現われ

るのは，遠方に売る商人（または国内でも滞貨

を抱えこんでいる商人）の還流がおそくなり，

まばらになって，銀行には支払を迫られ，仕入

れた商品はまだ売れていないのにそのために振

り出した手形は満期になるというときである。

そこで，強制販売が始まり，支払をするための

販売が始まる。そうなればもはや破局であっ

て，それは外観的繁栄に一挙に終末を与えてし

まうのである」19)0 

ところで，このような過剰生産が顕在化する

際には，過度な投機の破綻が生じている。この

場合の投機の担い手は，社会的生産物の大部分

を取り扱う卸売商業資本である。そこで次に，

こうした投機20)が，商業資本の運動にとって，

いかなる意味を持つものなのかをみることにし

よう。ここで，まず確認されていなければなら

ないことは， この投機は恐慌の一因ではある

が， それ以上のものではないということであ

る。つまり，商業資本の運動にともなう諸条件

との関連で明らかにされなければならないので

ある。というのも，常に投機それ自体によって

恐慌が引き起こされるわけでは決っしてないか

らである。

19) 同上， p.381. 

20) ここでは，投機は，商品投機に限定している。
また，ここで参考にした文献は，川合一郎『川合
一郎著作集第 3 巻•株式価格形成の理論」（有斐
閣， 1981年），森下二次也，前掲書， 田坂元「現
代証券市場論」（有斐閣， 1984年）である。 この
場合，田坂氏は，投機資本の独自な機能を問題に
され，産業資本との関連で問題にされる。 しか
し，私は，投機資本は商業資本の運動との関連で
考察されるべきではないかと考える。 というの
は，第1に，資本主義的生産様式においては流通
過程は主に商業資本にとって担われるというこ
と，第 2 に，「この投機資本は， •••G-W•W'一

G'の形をとって運動し，その利潤は流通過程に
おける価格差によって与えられるところから，広
義の商業資本にぞくする」（川合一郎，前掲書 p.
135)と考えられるからである。

第 50巻第 3• 4 号

投機という場合，この基礎は，市場の遠隔地

化と見込生産にともない，商業資本にとって将

来の需要にそなえた供給を確保するという必要

性から生じている先物売買の生成にあるといわ

れる。この先物取引によって，売り手は，将来

の一定の時期における一定の価格での商品販売

を保障される。すなわち，これによって，流通

時間中における不安定性，価格変動の危険は除

去されるわけである。ただ，ここでは，現実の

商品流通にともなう実需が基礎になっての売買

が行なわれる一方，その価格差を目的とした取

引のみを追求する投機的要素も含まれている。

したがって，この商品取引では，商業資本もま

たきわめて投機的要素を含んだ形で行動するわ

けである。こうした関係は，実需に基づく先物

取引を大量に組織的に行なうためにつくりださ

れた商業機関である商品取引所の形成によっ

て，典型的に発展するといわれる。商品価格の

価格差の授受だけを目的とする仲間取引が，こ

うした中で発達してくるのである。

投機による商品の売買価格，相場が，世界各

地の経済事情を反映していることは周知の通り

である。ただ，商業資本にとっては，こうした

商品取引所での投機は，遠隔地間における価格

変動や将来の価格変動から自らを守るものであ

る。この意味では，正常な経済活動に基づくも

のといえよう。これによって，商業資本は，危

険負担を軽減しうると同時に危険準備金を節約

しうるのである。商業資本による投機を利用し

ての実際の価格変動回避策は，現物市場と先物

市場とをうまく利用しての掛繋取引によってい

るといわれる。

恐慌の一因としてみた場合に重視されなけれ

ばならないのは，このような投機が他の諸条件

と結びつくことによってである。つまり， 2'
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でみたような見込需要に基づく大量の商品在庫

形成の進展，社会的消費力を上回る鹿品在庫の

累稼化といった諸条件に結びつくことによって

である。商業資本は，商品流通における商品取

引を通じて蓄積を行なう。その場合，繁栄期か

ら末期にかけては． 大量的商品売買． 在庫形

成，信用などの条件を最大限活用して蓄積を行

なう。そして，末期に至り，市場の停滞化に直

面するわけである。しかし，そうした状態にあ

っても．商業資本は大量の商品在庫をかかえて

いるため，蓄積を止めるわけにはいかない。こ

うした状況の中で，価格差のみを目的とした投

機に最終的手段を見いだす。つまり．商業資本

は自らの蓄積のための諸手段を汲み尽くす中

で，投機に頼らざるを得ない状況になるわけで

ある。このことは，特に好況期以降での銀行に

よる商業資本への貸付を通じて促進されてきた

ものである。つまり，銀行による資金援助を受

けての取引所での投機によって．商業資本は．

不断に吸収準備のある商品市場を提供されてい

たのであり．商品の貨幣への不断の転化を実現

していたのである。このように，そこでは銀行

などによって鹿業資本に対して容易に信用は与

えられていたのである。というのも，商品はい

つでも必要に応じて売却でき実現も可能な状態

にあると思われていたからである。いわゆる，

経済状況はすぐれて「健全な状態」であるかの

ような外観によって支えられていたのである。

したがって．実需を越えた，市場の限度を越え

た取引であることに気づきだす時には，純粋な

価格差による利潤獲得によって資本を維持せざ

るを得なくなるのである。こうして，鹿業資本

の運動においては．最後の手段として純粋の本

来の投機が盛んになるのである。そして．商品

の過剰生産が支払手段の還流の停滞．投げ売り

を通じて顕在化し，銀行による貸付制限，利子

率の上昇とともに，最終的に恐慌へと陥るので

ある。

以上の如く，商業資本は自ら特有の運動によ

って蓄積を行うのであるが，それは蓄積のため

の諸手段をフルに活用し汲み尽くす中で，最終

的に投機に頼らざるを得なくなる。しかし，そ

れも実現問題が顕在化してくる中で破綻するの

である。まさに，こうした意味で，商業資本の

連動による恐慌の一つの現実性が与えられるの

である。

4 商業資本の運動と恐慌の契機

一諸見解の検討ー一

上記において．商業資本の運動がいかなる意

味で恐慌の契機となるのかをみてきた。ただ，

この場合，以前も言及したように，恐慌の一つ

の条件が明らかにされたにすぎない。およそ，

必然性というものがあらゆる諸条件の総体とし

てはじめて論定されうるものである限り，この

段階での論証は非常に偶然性を帯びたものとい

えよう。このことを踏まえた上で，ここでは，

商業資本の運動による恐慌の契機としての意味

を．従来の恐慌論の諸見解との関連でみていく

ことにする。

第 1は，従来の商品過剰論における弱点の問

題である。特に，再生産表式分析を基礎とする

見解の問題である。そもそも，「資本論」第 2

巻第 3篇の再生産表式は，均衡を前提とした分

析である。しかも，そこでは商業資本，信用は

捨象されている。したがって，その論理段階で

商品の過剰生産を問うといっても，可能性しか

問題にし得ない。つまり，現実に商品が過剰に

生産され累積していく諸条件は明らかにされな

いのである。これに対して，商品の過剰生産・
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資本の過剰蓄積を，均衡蓄積軌道なる概念によ

って明らかにしようとする見解がある21)。ただ，

論者によって均衡を乗り越えて進む資本の過剰

生産・過剰蓄積の論理展開について若干異なる

ところがあるが，再生産表式のみにおいてそれ

を導き出そうという点でいずれも共通した基盤

を持っている。しかし，久留間鮫造氏22)の提起

した問題，すなわち「蓄積率が変動するさいに

は，部門間の比率の変化の必要が生じ，またそれ

には必ず一定の諸困難がともなう」23) という問

題は，あまり意識されていないようである24)。

21) まず第 1に，富塚良三氏の見解があげられる。

富塚氏は前掲書の中で，生産カ一定・有機的構成

一定のもとでの部門構成をもつ「均衡蓄積軌道」

を想定され，そこからの乖離を通じて資本の過剰

生産・過剰蓄積を追求される。また，これに対し

て，井村喜代子氏は前掲書の中で，富塚氏の一本

の「均衡蓄積軌道」を批判される。つまり，拡大

率の異なる下での「均衡的拡大再生産」規定を明

らかにされる。つまり，第 I部門の不均等的拡大

を通じて，不均衡，生産と消費の矛盾が累積化し

深まっていくとしているのである。

22) 久留間鮫造絹「マルクス経済学レキシコン」

（大月書店， 1973年），久留間鮫造「恐慌論の展開

方法についてH口」（『経済志林」第43巻第3号，

第44巻第3号）参照。

23) 久留間鮫造編「マルクス経済学レキシコン• 7 

〔恐慌 II〕」の「栞」 p.18。
24) 再生産表式における一連の数値的研究には疑問

が多い。第 1には，それを資本の過剰生産の展開

としていることである。これは久留間鮫造氏も指

摘していることであるが，マルクスの論理の展開

においては，単純再生産から拡大再生産への移行

にあたっては，「蓄積の前に蓄積を前提すること

なしに， いかにして蓄積が行なわれうるか」（久

留間鮫造「恐慌論体系の展開方法について口」 p.

27)が問題とされている。つまり，それは第 II
部門用の生産手段が犠牲にされることによってで

あることが明らかにされている。したがって，拡

大再生産における蓄積率の上昇は，第 II部門の

相対的縮小という部門間比率の変動をともなって

進行せざるを得ないことが明らかにされている。

そして，この関係の中で蓄積率の低下は，第 I部
門用生産手段の需要減少，第 I部門の縮小→第II
部門への波及→全面的過剰生産という可能性が明

らかにされているのである。つまり，資本の過剰

生産・過剰蓄秋の論理展開ではなく，蓄稜率の低

下による恐慌の可能性が問題にされているにすぎ

ないのである。また，第2に，それ故，再生産表

第 50巻第 3• 4号

つまり，現実に拡大再生産が順調に進行してい

くためには，過剰な生産手段，消費手段が絶え

ず用意されていなければならないのである。し

かし，再生産表式の論理では，生産物の価値と

使用価値との統一として再生産の数値的統一に

よる均衡分析が課題となっている。そのため，

社会の拡大再生産にとって必要な過剰生産手段

は直接の考察対象からはずされているのであ

る。したがって，この論理を現実的に明らかに

するのが，商業資本の運動の再生産に果たす役

割の解明なのである。産業資本は，あらゆる諸

制限を乗り越えて，生産力を無制限的に飛躍的

に拡大していく。しかし，実はその背景では，

商業資本による大量的在庫形成，固有な回転迎

動等々に媒介されているのである。好況～繁栄

へと続く資本の過剰生産・過剰蓄積傾向は，こ

のような論理展開によってはじめて明らかにさ

れうるのである。しかし，このような資本の生

産拡大は，資本主義的生産にどんな制限も見い

ださないような商業資本（特に卸売商業資本）

の運動に媒介されているという論理で恐慌の条

件がいわれたとしても，やはり一つの条件が明

らかにされたにすぎない。それは信用などの諸

式の評価の問題がでてくる。つまり，表式はその

年々の年生産物を結果として表わしたものにすぎ

ないということである。たとえば，再生産表式分

析の論理段階では，再生産の弾力性等々の問題は

直接には捨象されている。それ故，蓄積率の上昇

といっても，それでは新たには付け加わる第 I部
門用生産手段あるいは第 II部門生産手段はどこ

から出てくるのかが問題になる。つまり，数値の

素材的関係が問題となるわけである。しかし，こ

れは，表式における対前年度の前提を想定する限

り，出てこない。むしろ，現実に第 II部門の相

対的減少をともなって急速に進む第 I部門の不均

等的拡大・資本の過剰生産傾向は，再生産の弾力
性，荊業資本，信用という契機によって進められ

る「余剰生産手段」の形成との関連で問題にされ

なければならない。この意味では，再生産表式の

論理段階を越えた，すぐれた恐慌の現実性にかか

わる問題として明らかにされなければならないと

いえよう。
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条件との連関でより一層現実性が与えられなけ

ればならないといえよう。そうした意味では，

再生産表式分析による恐慌規定は，あまりにも

狭い範囲で語られている論理といえよう。

第 2は，宇野理論における問題点である。例

えば，宇野氏は商業資本に関して次のように述

べられる。

「好況期における資本の再生産過程の拡張

は．決して各生産部門に一様に行なわれるも

のではなく，その不均等なる発展に基く価格

の不均等なる騰貴に誘導されて投機的に行な

われる。…利子率は利濶率が低下したからと

いって低落するものではない。•••多かれ少か

れ投機的に拡張と買付をつづけて来た個々 の

産業資本は， いずれも予想された商品価格

が，その商品の販売と共に低落しながら賃金

ぱ決してそれと共に低落するとはいえないの

であって，その騰貴による利潤率の低下を暴

露せずにはいない状況にある。かくて自らは

多額の資本を生産手段乃至裔品の形態では擁

しながら支払不能に陥り．その資本の運転を

もはや継続し得ないということになる。実際

上は商人乃至商業資本の介入によって，それ

は多くの場合かかる資本の形態をとる商品滞

貨としてあり， したがってまた支払不能もこ

れらの商人乃至商業資本においてあらわれ，

それが産業資本の再生産過程に反作用して来

るものとして恐慌に陥る のであるが，基本的

関係は産業資本の運動とその運動を極度に拡

大することを援助して来た貸付資本との対立

にあるのである」25)0 

ここでは，商業貧本による投機的買付と商品

滞貨を一方で 言及しつつも．他方では， それ

は，宇野氏特有の実現問題捨象論に基づいて，

25) 宇野弘蔵，前掲書 pp.87-88. 

資金需要論，利子率上昇論に集約されていく。

こうして，産業資本の運動と貸付資本との基本

的対立関係が恐慌の契機となるわけである。し

かし．問題は，利子率の上昇と利潤率の急激な

低下という基本的関係は．何故に引き起こされ

るのか，ということである。あるいは，銀行の

貸付資本による社会的規制は何に基づいて行な

われるのか．ということである。何故，こうし

た社会的規制は．経済全体に対して大きな作用

を果たすのか。それは，商品の過剰生産が全社

会的な規模で累積されている結果であるといえ

よう。その過程で，商業資本の蓄積は．本来の

正常な商品流通の媒介機能から離れて，投機活

動にその源泉を求めていくのである。また，銀

行は．このような諸資本の行動に対して，貸付

資本の返済・還流の停滞・遅延化に危険を察知

し，自らの蓄積動機に基づいて不良取引を中心

とした業者への貸付制限とともにそれまで以上

の利子率の上昇を引き起こすのである。したが

って，商品の過剰生産が諸資本の蓄稲を通じて

全社会的に累積していくことこそが決定的な事

柄なのである。このことによって，資本が自ら

の目的とする剰余価値生産が，自らの蓄積を通

して否定されざるを得なくなるという，資本そ

れ自体の矛盾とその限界が明らかにされるので

ある。したがって，恐慌論の展開は，このよう

な関係を明らかにするすべての諸契機・諸条件

を取り上げることによって，はじめて可能にな

るのである。この意味からすれば，恐慌論は，

「原理論」とかの範囲にとどまるものではなく，

すぐれて現実的な問題なのである。

おわりに

以上のように，ここでは，商業資本の運動が

いかなる意味で恐慌の契機たりうるのかについ
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て述べてきた。つまり，商業資本が主に卸売商

業資本として市場活動とともに商品在庫の大量

的形成を行ない，この面から再生産の弾力性を

飛躍的に高めたこと，しかし，遂には投機へと

向かわざるを得なくなっていくこと，こうした

一連の関連で恐慌が生じることー以上を明らか

にしてきた。

ただ，ここでは，商業資本を中心に言及して

きたため，それが産業資本あるいは利子生み資

本といかに関連し対立していくのかということ

第 50巻第 3• 4号

までは言及できなかった。それ故，同時に，商

品価格の変動，利子率の変動が産業循環の中で

いかなる様相を呈するのかについても立ち入れ

なかった。したがって，今後は，このような諸

関連がいかに恐慌とかかわってくるのかが問題

となる。このことは，同時に，産業資本と商業

資本，利子生み資本との競争関係の把握にもか

かわらざるを得ない。そうした意味で，今後の

研究は，恐慌と諸資本の競争ということに焦点

を合わせて進めていきたい。
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